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森
田
草
平
『
吉
良
家
の
人
々
　
四
十
八
人
目
』
挿
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
―
―
石
井
鶴
三
宛
森
田
草
平
書
簡
・
関
連
領
収
書
か
ら

髙　

野　

奈　

保　
　

　
　
　

０　

は
じ
め
に

　

信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
、
森
田
草
平
に
よ
る
石
井
鶴
三
宛

書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
︱
４
１
］）、
な
ら
び
に
石
井
鶴
三
に
よ
る
改
造
社
宛
書

簡
お
よ
び
挿
画
料
領
収
書
（
仮
番
号
［
書
１
３
︱
３
］）
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
は
、
い
ず
れ
も
新
出
資
料
で
あ
る
。
本
稿
で
、
そ
の
解
題
を
付
す
。

　

解
題
に
先
立
ち
、
森
田
草
平
の
略
歴
を
述
べ
る
。
森
田
草
平
（
明
治
十
四
年

～
昭
和
二
十
四
年
）
は
岐
阜
県
出
身
の
小
説
家
･
翻
訳
家
で
あ
る
。
漱
石
の
門

下
生
。
自
身
が
講
師
を
務
め
た
閨
秀
文
学
講
座
の
聴
講
生
平
塚
ら
い
て
う
と
、

明
治
四
十
一
年
に
起
こ
し
た
栃
木
県
塩
原
で
の
心
中
事
件
を
元
に
書
い
た
『
煤

煙
』（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
42･

１
･
１
～
５･

16
）
で
一
躍
文
壇
の
寵
児
と

な
る
。
そ
の
後
間
も
な
く
翻
訳
業
に
軸
足
を
移
し
、
イ
プ
セ
ン
や
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
、
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
な
ど
を
手
が
け
た
。
一
方
で
創
作
も
続
け
て
お
り
、

代
表
作
に
『
輪
廻
』（
「
女
性
」
大
12･

９
～
14･

12
）
、
『
細
川
ガ
ラ
シ
ヤ
夫

人
』
（
「
日
本
評
論
」
昭
24･

１
～
10
、
昭
25･

１
～
３
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　

１　

森
田
草
平
の
石
井
鶴
三
宛
書
簡

　

ま
ず
、
書
簡
本
文
の
翻
字
を
掲
げ
る
。

拝
啓

「
吉
良
家
の
人
々
」
が
漸

く
去
る
五
日
に
出
版

に
な
り
ま
し
た
、
お
陰

様
に
て
立
派
な
書
物

に
な
り
有
難
う
存
じ

ま
す
、
さ
て
八
日
に
改
造

社
へ
参
り
、　

書
物
を

お
届
け
す
る
と
共
に
改

造
社
と
し
て
の
薄
謝

を
も
早
く
お
届
け
す

る
や
う
に
副
社
長

に
会
つ
て
申
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

出
向
き
ま
し
た
で
せ
う

か
如
何
で
せ
う
か

春
陽
［
会　

右
傍
挿
入
］
の
御
招
待
券

わ
ざ
〳
〵
御
恵
贈
に

あ
づ
か
り
誠
に
有
難
う

厶
い
ま
し
た　

最
［
後　

ミ
セ
ケ
チ
］
終
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日
に
一
寸
覗
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
、
私
に
は

絵
は
分
り
ま
せ
ん
の
で

何
と
も
申
上
げ
ず
、

け
れ
ど
も
中
川
君
の
数

枚
つ
ゞ
き
の
写
生
帳

の
や
う
な
も
の
が
素

人
に
は
一
寸
面
白
い

や
う
に
存
ぜ
ら
れ
ま
し
た
、

か
ね
て
お
願
ひ
申
せ

し
吉
良
家
並
び
に

四
十
八
人
目
の
版
下

画　

他
に
お
差
支
さ
へ

な
け
れ
ば
、
小
生
が

譲
つ
て
頂
き
た
い
と
存

じ
て
ゐ
ま
す
、
何
う
い

ふ
風
に
い
た
し
た
ら
［
小
生

の　

ミ
セ
ケ
チ
］
よ
ろ
し
き
も
の
か
と

そ
の
後
い
ろ
〳
〵
考
へ
ま

し
た
が
、
と
に
か
く
小
生

の
吉
良
家
の
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
印
税

の
半
分
（
と
申
し
て
も
僅

に
百
五
十
円
也
）
を
来
月

に
削
つ
て
改
造
か
ら
受

取
次
第
持
参
し
て

画
を
頂
戴
に
参
上
し

ま
す
か
ら
、
何
卒
そ

れ
に
て
御
ふマ
マ

し
や
う
な

し
被
下
候
、　

画
も

小
生
が
そ
れ
を
持
つ
て
頂

戴
に
上
る
ま
で
お
預

り
置
き
を
願
ひ
た

う
存
じ
ま
す
、

そ
れ
に
し
て
も
何
う
い
ふ

風
に
し
て
保
存
し
た
も

の
か
、
帖
に
す
る
か
、
屏

風
に
す
る
か
そ
れ
と
も

二
枚
づ
ゝ
位
軸
に
し
た

も
の
か
、
そ
の
辺
お
考

へ
置
き
を
合
せ
て
お
願

ひ
申
上
げ
ま
す

用
事
の
み　
　
　
　
　

草
々

五
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
平

石
井
鶴
三
様

　

封
筒
表
の
宛
先
は
、「
東
京
市
外
板
橋
町
／
中
丸
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の

地
名
は
鎌
倉
、
日
付
は
昭
和
五
年
五
月
十
六
日
の
、
午
後
〇
時
か
ら
三
時
で

あ
る
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
森
田
草
平
。「
鎌
倉
町
由
比
个
浜
／
一
ノ
鳥
居
傍
」

と
彫
ら
れ
た
住
所
印
が
押
さ
れ
、
五
月
十
五
日
と
日
付
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

封
筒
裏
の
左
下
に
は
、「
春
陽
堂
製
」
の
型
押
し
が
あ
る
。

　

書
簡
二
行
目
に
あ
る
「
吉
良
家
の
人
々
」
と
は
、
昭
和
五
年
四
月
三
十
日
に
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改
造
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
、『
吉
良
家
の
人
　々

四
十
八
人
目
』
の
こ
と
で
あ
る
。

装
幀
（
函
、
表
紙
、
扉
）
は
中
川
一
政
が
担
当
し
、
鶴
三
は
挿
絵
を
五
葉
、
描

い
て
い
る
。
う
ち
口
絵
を
含
め
た
四
葉
が
、「
吉
良
家
の
人
々
」
の
挿
画
で
あ
る
。

「
吉
良
家
の
人
々
」
は
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
夕
刊
に
、
昭
和
四
年
四
月
十
六
日

か
ら
六
月
二
十
五
日
に
連
載
さ
れ（
全
五
十
四
回
）、
挿
絵
を
鶴
三
が
担
当
し
た

小
説
で
あ
る
。〈
忠
臣
蔵
〉と
し
て
知
ら
れ
る
播
州
赤
穂
藩
浪
人
の
吉
良
邸
討
ち

入
り
事
件
を
、
吉
良
家
側
の
人
間
か
ら
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

単
行
本
の
挿
画
は
、
連
載
時
の
挿
画
の
構
図
を
ほ
ぼ
採
用
し
、
彩
色
を
施
し

て
い
る
。
草
平
の
昭
和
四
年
六
月
二
十
五
日
付
の
鶴
三
宛
書
簡（『
石
井
鶴
三
全

集
』
第
四
巻
、
形
象
社
、
昭
61･

10･

11
）
に
よ
れ
ば
、「
挿
画
の
選
定　

枚
数

等
」
の
選
定
は
鶴
三
に
任
せ
た
い
と
あ
る
。
実
際
ど
の
程
度
ま
で
鶴
三
に
任
さ

れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
草
平
が
鶴
三
へ
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
見
て
と

れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
単
行
本
が
順
調
に
発
行
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
は
鶴
三
に
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
と
い
う
の

は
、
草
平
の
昭
和
五
年
一
月
一
日
付
の
鶴
三
宛
は
が
き
（
同
前
）
で
、
改
造
社

が
「
吉
良
家
の
人
々
」
の
「
挿
画
が
出
来
な
い
」
こ
と
を
「
口
実
」
に
、
昭
和
四

年
の
年
内
に
出
さ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
だ
。
草
平
は
、
同
時
に
「
叢

書
物
に
忙
し
く
単
行
本
を
く
り
延
ば
し
た
」
と
い
う
出
版
側
の
事
情
も
推
測
し

て
も
い
る
の
だ
が
、
鶴
三
に
「
一
体
画
家
に
催
促
す
る
に
は
膝
づ
め
で
な
く
ち

ゃ
駄
目
で
し
ょ
う
か
」
と
、「
小
生
だ
け
」
の
「
特
別
の
お
計
い
」
を
懇
願
し
て

い
る
。

　

そ
の
後
も
草
平
は
鶴
三
に
、
中
川
一
政
が
装
幀
を
終
え
て
改
造
社
側
に
指
図

を
し
た
か
ら
「
何
卒
あ
な
た
も
改
造
社
の
怠
慢
は
切
に
御
免
の
上　

一
奮
発
」

と
、
再
び
「
特
に
お
願
い
」
し
て
い
る
（
昭
和
五
年
一
月
五
日
付
は
が
き
、
同

前
）。
改
造
社
の
「
怠
慢
」
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
だ
が
、
鶴
三
と
改
造
社
と

の
間
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
、
草
平
が
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
承
知
し
た

上
で
、
改
造
社
の
単
行
本
発
行
延
引
の
理
由
を
潰
そ
う
と
、
焦
っ
て
い
た
様

子
が
わ
か
る
。

　

右
の
よ
う
な
遣
り
取
り
を
経
て
発
行
さ
れ
た
単
行
本
の
、
挿
絵
に
対
応
す

る
初
出
の
回
は
、
口
絵
が
一
の
四
（
昭
４
･
４･

19
）、
本
文
五
十
六
頁
と
五

十
七
頁
の
間
の
挿
絵
が
一
の
一
（
昭
４
･
４･

16
）、
九
十
六
頁
と
九
十
七
頁

の
間
の
挿
絵
が
六
の
四
（
昭
４
･
５･

29
）、
百
四
十
二
頁
と
百
四
十
三
頁
の

間
の
挿
絵
が
十
の
二
（
最
終
回
）（
昭
４
･
６･

25
）
で
あ
る

（
１
）

。
そ
の
う
ち
九

十
六
頁
と
九
十
七
頁
の
挿
絵
は
、
新
聞
初
出
時
の
構
図
に
、
床
か
ら
身
を
起

こ
す
新
八
郎
の
姿
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

　

書
簡
で
単
行
本
の
挿
画
を
譲
り
受
け
た
い
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
草

平
は
鶴
三
の
画
を
非
常
に
気
に
入
り
、
高
く
評
価
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は

草
平
の
個
人
的
な
感
想
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
、
前
掲
六
月
二

十
五
日
付
の
鶴
三
宛
書
簡
に
は
「「
吉
良
家
の
人
々
」
を
何
と
か
云
っ
て
く
れ

る
知
人
は
そ
の
つ
い
で
に
必
ず
貴
下
の
挿
画
を
称
揚
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

か
ら
、
小
生
と
し
て
は
ま
っ
た
く
い
や
に
な
る
位
で
し
た
。」
と
書
き
、「
一
例
」

と
し
て
大
佛
次
郎
、
寺
田
寅
彦
を
挙
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
新
聞
連
載
の
予
告
に
は
「
さ
し
絵
は
既
に
定
評
あ
る
石
井
鶴
三

氏
」
（
昭
４
･
４･

12
）
と
あ
り
、
既
に
鶴
三
の
挿
画
画
家
と
し
て
の
地
位
が

確
立
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
同
作
連
載
中
に
は
「
伊
東
深
水
氏
／
田

邊
至
氏
／
石
井
鶴
三
氏
挿
絵
展
覧
会
」（
昭
４
･
６
･
１
）
の
広
告
も
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
展
覧
会
の
主
催
者
は
東
京
朝
日
新
聞
社
で
、
会
期
は
六
月
一

日
か
ら
四
日
間
、
会
場
は
同
社
の
本
社
に
あ
る
展
覧
会
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も

鶴
三
の
人
気
や
東
京
朝
日
新
聞
と
の
関
係
の
良
好
さ
を
示
す
傍
証
と
な
る
だ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
吉
良
家
の
人
々
」
は
、
そ
れ
単
独
で
単
行
本
化
す
る
に
は
分
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量
が
足
り
な
か
っ
た
ら
し
い
。
前
掲
の
六
月
二
十
五
日
付
の
鶴
三
宛
書
簡
で
は
、

「
吉
良
家
の
人
々
」
の
単
行
本
化
の
希
望
を
寄
せ
る
一
方
で
、「
実
は
「
吉
良
家

の
人
々
」
だ
け
で
は
一
冊
の
書
物
と
す
る
に
は
枚
数
が
足
り
ず
、
あ
れ
に
関
係

し
た
材
料
を
書
き
足
そ
う
と
思
つ
て
居
り
ま
す
の
で
、
出
版
は
自
然
遅
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
そ
の
「
あ
れ
に
関
係
し
た
材
料
」
が
、

単
行
本
に
収
録
さ
れ
た
「
四
十
八
人
目
」
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
「
四
十
八
人
目
」
は
、「
改
造
」
昭
和
四
年
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
で
あ

る
。
主
人
公
は
赤
穂
藩
浪
人
の
毛
利
小
平
太
で
、
彼
が
吉
良
邸
討
ち
入
り
直
前

に
脱
盟
し
た
経
緯
が
描
か
れ
て
い
る
。
雑
誌
掲
載
時
に
挿
絵
は
な
い
。
同
号
の

創
作
は
、「
四
十
八
人
目
」
を
合
わ
せ
て
七
編
。
他
は
谷
崎
潤
一
郎
「
卍
」、
川
端

康
成
「
温
泉
宿
」、
久
米
正
雄
「
モ
ン
・
ア
ミ
」、
野
上
彌
生
子
「
燃
ゆ
る
薔
薇
」、

里
見
弴
「
大
地
」、
そ
し
て
岩
藤
雪
夫
「
闘
ひ
を
襲
ぐ
も
の
」
で
あ
る
。「
読
売

新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
同
誌
の
広
告
（
昭
４
・
９
・
19
）
を
見
る
と
、
小
説
欄

の
う
ち
「
四
十
八
人
目
」
だ
け
が
白
抜
き
で
示
さ
れ
て
お
り
、
編
集
サ
イ
ド
の
、

同
作
へ
の
期
待
が
う
か
が
え
よ
う
（
２
）
。

　

さ
て
、
書
簡
本
文
に
戻
る
。
鶴
三
か
ら
の
招
待
券
を
受
け
取
っ
た
草
平
が
赴

い
た
春
陽
会
の
展
覧
会
は
、
春
陽
会
の
第
八
回
展
を
指
す
。
会
場
は
東
京
府
美

術
館
で
、
会
期
は
昭
和
五
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
五
月
十
四
日
ま
で
で
あ
っ
た
。

書
簡
に
は
最
終
日
に
訪
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
草
平
は
五
月
十
四
日
に

展
覧
会
を
見
に
行
き
、
そ
の
翌
日
に
、
鶴
三
へ
手
紙
を
書
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

草
平
が
「
一
寸
面
白
い
」
と
感
じ
た
と
い
う
「
中
川
君
」
の
「
写
生
帳
の
や
う

な
も
の
」
は
、
中
川
一
政
が
出
品
し
た
『
煙
霞
帖
』
だ
と
推
測
さ
れ
る
。『
煙
霞

帖
』
は
一
〇
枚
一
組
の
作
品
で
、
各
々
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
題
名
は

以
下
の
と
お
り
。「
煙
霞
帖
一
（
煙
霞
如
是
好
）」、「
煙
霞
帖
二
（
山
中
春
望
）」、 

「
煙
霞
帖
三
（
時
春
雨
寒
）」、 「
煙
霞
帖
四
（
偶
海
村
月
）」、 「
煙
霞
帖
五
（
我
愛

日
本
国
）」、 「
煙
霞
帖
六
（
海
村
春
望
）」、 「
煙
霞
帖
七
（
春
自
遠
方
来
）」、 「
煙

霞
帖
八
（
能
解
閑
行
有
幾
人
）」、 「
煙
霞
帖
九
（
山
間
日
永
）」、 「
煙
霞
帖
十
（
漁

樵
同
時
）」。

　

な
お
、
草
平
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
鶴
三
は
同
展
覧
会
に
、
油
彩
と
素
描
に

加
え
て
「
吉
良
家
の
人
々
」
と
「
四
十
八
人
目
」
の
挿
画
を
出
品
し
て
い
る
。

　

草
平
が
鶴
三
の
挿
画
料
を
催
促
し
た
副
社
長
の
名
前
は
、
残
念
な
が
ら
今
回

の
調
査
で
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
３
）

。

　
　
　

２　

石
井
鶴
三
の
改
造
社
宛
領
収
書
（
仮
番
号
［
書
１
３
─
３
］）

　

領
収
書
に
よ
れ
ば
、
改
造
社
か
ら
鶴
三
に
支
払
わ
れ
た
『
吉
良
家
の
人
　々

四
十
八
人
目
』の
挿
絵
画
料
は
、
七
十
五
円
で
あ
っ
た
。領
収
書
の
ほ
か
に
、
添

え
ら
れ
た
鶴
三
の
改
造
社
宛
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
二
葉
が
納
め
ら
れ
た
封

筒
に
は
切
手
が
貼
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
投
函
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
鶴
三
が
保
管
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
翻
字
は
左
の
と
お
り
。

拝
復　

吉
良
家
の
人
々
、
四
十
八
人
目
挿
絵
料
と
し
て
金
七
拾
五
円
也

御
送
り
下
さ
れ　

あ
り
が
た
く
頂
戴
致
し
ま
す　

旅
行
中
で
あ
り

ま
し
た
の
で　

御
返
事　

延
引　

御
免
下
さ
れ
度　

領
収
書
同
封

致
し
ま
す　

先
は
と
り
あ
へ
ず　

以
上

　
　
　
　

六
月
二
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
鶴
三

　
　

改
造
社

　
　
　
　
　
　

御
中

　

封
筒
表
の
宛
先
は
、「
市
内　

芝
区
愛
宕
下
町
四
ノ
六
／
改
造
社　

御
中
」
と

あ
る
。
裏
は
日
付
（
六
月
二
十
六
日
）
と
と
も
に
、「
市
外
板
橋
区
中
丸
／
二
六

六
／
石
井
鶴
三
」
と
鶴
三
本
人
の
住
所
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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同
封
さ
れ
た
領
収
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

領
収
証

一
金　

七
拾
五
円
也

　
　
　

但　

吉
良
家
の
人
々
四
十
八
人
目
挿
画
料

右
正
ニ
領
収
候
也　
　
　
　
　
　

石
井
鶴
三

　

昭
和
五
年　
［
五　

ミ
セ
ケ
チ
］［
六　

右
傍
挿
入
］
月　

二
十
五
日

　

改
造
社
御
中

　

肉
筆
部
分
は
、
お
そ
ら
く
改
造
社
の
人
間
の
手
に
よ
る
「
七
拾
五
円
也
」「
吉

良
家
の
人
々
四
十
八
人
目
挿
画
料
」、
な
ら
び
に
鶴
三
自
身
の
署
名
と
年
月
日

の
漢
数
字
で
、
他
の
文
字
は
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　

前
項
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
草
平
が
改
造
社
に
赴
い
て
単
行
本
と
謝
礼
を
渡
す

よ
う
頼
ん
だ
の
は
五
月
八
日
で
あ
る
か
ら
、
謝
礼
が
支
払
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ

以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鶴
三
の
書
簡
に
書
か
れ
て
あ
る
、
鶴
三
の
旅
行
先

と
そ
の
期
間
は
、
今
回
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　

３　

二
資
料
の
意
義

　

こ
の
二
資
料
の
意
義
は
、『
吉
良
家
の
人
　々

四
十
八
人
目
』
と
い
う
一
冊
の

単
行
本
を
軸
に
し
て
、
作
家
と
挿
絵
画
家
、
お
よ
び
出
版
社
と
の
関
係
が
把
握

で
き
る
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　

草
平
の
書
簡
と
周
辺
資
料
に
よ
る
鶴
三
に
対
す
る
言
及
は
、
単
な
る
鶴
三
へ

の
称
賛
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
読
者
が
挿
絵
を
小
説
本
文
と
同
等
に
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
に
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。「
吉
良
家
の
人
々
」の
連
載
予

告
や
挿
絵
展
覧
会
の
広
告
は
、
そ
の
よ
う
な
読
者
の
傾
向
を
新
聞
社
側
も
認
知

し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
挿
絵
画
家
の
知
名
度
や
実
績
が
、
読
者
へ
の
宣
伝
と

し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
の
証
左
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
作
家
個
人
の
印
税
や
挿
絵
画
家
個
人
の
挿
画
料
が
判
明
し
た
こ
と
は
、

大
き
な
意
義
が
あ
る
。
今
回
は
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
時
期

の
他
作
家
お
よ
び
挿
絵
画
家
の
印
税
や
挿
画
料
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
当
時
の

出
版
事
情
は
も
と
よ
り
、
作
家
や
挿
絵
画
家
の
評
価
を
経
済
面
か
ら
照
射
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
注

⑴　
『
石
井
鶴
三
全
集
』
第
四
巻
（
昭
61･

10･

11
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
吉
良
家
の
人
々
」

の
挿
絵
で
は
、
筆
者
が
確
認
し
た
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
資
料
と
、
日
付
は
同
じ
で
あ
っ

た
が
〈
三
の
五
〉
以
降
の
回
が
ず
れ
て
い
た
。
筆
者
が
確
認
し
た
の
は
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
〈
三
の
五
〉

〈
三
の
六
〉
の
回
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

⑵　

こ
の
〈
期
待
〉
は
草
平
の
著
作
へ
の
期
待
と
い
う
よ
り
、〈
忠
臣
蔵
〉
も
の
へ
の
期
待
と

い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
改
造
社
で
は
、
昭
和
四
年
八
月
に
、
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
大
佛

次
郎
『
赤
穂
浪
士
』
下
巻
を
発
売
し
て
お
り
、〈
忠
臣
蔵
〉
も
の
の
売
れ
行
き
に
つ
い
て
は
、

あ
る
程
度
の
確
信
が
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
だ
。〈
忠
臣
蔵
〉も
の
の
愛
読
者
で
あ
れ
ば「
四

十
八
人
目
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
す
ぐ
に
〈
忠
臣
蔵
〉
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
。
何
よ
り
、

『
吉
良
家
の
人
　々

四
十
八
人
目
』
の
単
行
本
の
宣
伝
文
句
は
「『
赤
穂
浪
士
』
の
読
者
は

是
非
本
書
を
!!
」（「
読
売
新
聞
」
昭
５
･
５
･
７
）
で
あ
っ
た
。

⑶　

可
能
性
が
高
い
の
は
、
山
本
實
彦
の
実
弟
で
改
造
社
の
「
金
庫
番
」
で
あ
っ
た
、「
支
配

人
」
の
山
本
重
彦
で
あ
る
。（
松
原
一
枝
『
改
造
社
と
山
本
実
彦
』
南
方
新
社
、
平
12･

４･

11
）


